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ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
四
つ
の
係
数
の
理
論
梼

育

秀

夫

山

以
上
に
於
て
吾
々
は

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
債
格
水
準
の
縫
動
活
程
の
分
析
方
法
を
、
「
銀
行
政
策
と
憤
格
水
準
」
(
一
九
二
六
年
)
を

巾
心
に
、
考
察
し
来
っ
た
。
彼
に
於
て
は
、
た
と
へ
ば
ケ
イ
ン
ズ
白
「
貨
幣
論
」
(
一
九
一
ニ
O
年
)
に
於
貯
る
や
う
に
、
購
買
力
の
流
れ

へ
の
プ
ラ
ス

0
項
目
と
し
て
の
「
投
資
L
D
概
念
は
、
一
言
葉
と
し
て
は
尚
凝
結
す
る
に
到
っ
て
ゐ
左
い
が
、
然
し
内
容
的
に
は
、
「
投

資
」
D
概
念
は
就
に
明
瞭
に
規
定
さ
れ
、
そ
の
正
営
注
射
程
に
於
て
使
刑
さ
れ
て
ゐ
た
c

波
の
議
論
は
、
賓
際
、
貯
蓄
と
投
資
と
の

此
白
二
つ

D
針
偶
概
念
。
明
断
な
る
概
念
規
定
と
伯
格
水
準
決
定
機
構
D
分
析
へ
む
そ
の
正
し
い
適
用
と
の
上
広
築
か
れ
て
ぬ
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
類
似
の
場
合
の
取
扱
ひ
(
「
貨
幣
論
」
弗
一
巻
停
ご
十
章
信
用
循
環
の
純
持
理
論
上
自
民
負
)
と
の
比

岐
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
し
、
ま
た
彼
自
身
の
ケ
イ
y

ズ
理
論
に
因
ん
で
注
さ
れ
、
現
在
相
蛍
汎
〈
支
持
さ
れ
て
ゐ
る
「
貯
蓄
一
及

び
「
投
資
し
の
一
概
念
規
定
が
上
記
の
仕
事
の
直
線
的
稜
展
で
あ
っ
た
己
と
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
債
格
水
準
費
動
理
論
は
此
の
二
つ
の
概
念
の
針
比
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
然
し

そ
の
内
容
は
車
に
そ
れ
だ
け
に
悉
き
る
も
の
で
は
在
い
。
既
に
見
た
や
う
に
、

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
に
於
て
は
、
「
貯
蕎
」
は
貨
幣
流
通
期

聞
な
る
構
造
常
数
に
、
ま
た
「
投
資
」
は
平
均
生
産
期
間
友
る
構
造
常
数
に
結
び
つ
け
ら
れ
、
か
く
て
慣
格
水
準
の
蟹
動
温
桂
は
阜

足
る
貨
幣
流
通
の
部
闘
を
越
え
て
、
或
は
債
格
鑓
動
に
却
す
る
公
衆
の
反
作
刑
と
白
聯
闘
に
於
て
、
或
は
生
産
過
程
の
護
展
と
の
聯

相
バ
ア
ト
ツ
ン
由
四
ヲ
白
係
数
心
理
論

第
五
十
三
巻

第
主
挽

六

O 
九

*本稿陪拙稿 L貨幣施通期間と平均生産期間-~バアト}l" y白持債水準重量動理
論の基本命題について-'(本誌第五二巻第六銃所掲h債格安定政策白費本形
成放果，(本誌第五三舎第 就所掲)に直接に接続すzも白でるる。
邦語、第三分加、 p.82以下。



官
バ
ア
ト
ツ
ン
の
四
ワ
白
樺
敷
の
理
論

第
五
十
一
一
一
審

第

挽

O 

^ 

闘
に
於
て
把
握
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
い
ム
ま
で
も
た
く
、
か
ミ
る
考
察
は
緊
要
で
あ
る
と
と
も
に
ま
た
至
難
で
あ
る
。
慣
格
水

準
の
同
盟
動
を
か
く
の
如
〈
経
怖
竣
動
白
金
過
程
と
の
閥
聯
に
於
て
分
析
し
、
然
も
そ
の
閥
聯
を
巌
荷
に
理
論
的
に
構
成
し
た
ロ
パ
ア

ト
ソ
ン
の
貢
献
は
た
し
か
に
注
目

K
値
ナ
る
。

さ
て
以
上
の
分
札
は
、
い
ふ
ま
で
も
た
〈
、
高
度
に
抽
象
的
、
偲
定
的
な
る
揚
合
比
闘
す
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
、
現
貫
の
経
済
竣

動
過
程
の
分
析
に
(
差
首
ワ
て
は
景
気
循
環
円
分
析
に
)
役
立
た
し
め
ん
が
た
め
に
は
、
尚
多
〈
の
複
雑
化
を
必
要
と
す
る
。
と
こ

b
で
彼

は
此
の
目
的
の
た
め
に
以
上
の
分
析
の
結
果
を
一
暦
摘
充
し
た
、

(

寸

)

Q

同
円
。

H
F
H
A

(
』
」

U
寸

。

)

な
る
基

事
程
式
を
樹
立
し

己

れ
を

二縦
ET横
切忙

冨 騒
コ使
=しE マー
包長
町苦言
~ 

'" J: 
皇室

と言
呼気
ん下
τT 民会ι

ゐの
奇 過
五主主

彼ニを
に車世
と 織
っ的
て に

償分
格析
7k し
準
の特
)[; fl: 
!1l: L 
機 正

槽に
は現

は
れ
呂
四
つ
の
係
数

P

R

F
寸
を

謂
は
ど
此
の
四
つ
の
係
数
に
よ
っ
て
匂
ま
れ
た
る
自
己
封
鎖
的
在
る
シ
ス
テ
ム
の
如
〈
に
看
倣
さ
れ
、
凡
て
債
格
水
準
に
影
響
す
る

凶
子
は
常
に
此
の
四
つ
の
係
数
の
何
れ
か
一
つ
を
過
し
て
債
格
水
準
に
影
響
す
る
か
の
如
〈
に
取
扱
は
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の
一
意
味

に
於
て
此
の
方
程
式
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
を
澗
は
ピ
最
後
的
に
完
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
吾
々
は
此
白
方
程
式
に
よ
っ
て
こ
れ
ま

で
白
分
析
が
如
何
在
る
意
義
を
有
す
る
か
を
、
経
済
鐙
動
の
現
賓
に
割
問
し
友
が
ら
、

一
層
明
瞭
に
理
解
し
得
る
の
で
あ
る

U

と
れ

ま
で
再
々
は
ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
の
債
格
水
準
時
世
勤
理
論
を
徹
底
的
に
論
究
し
来
っ
た
が
、
モ
の
論
究
白
最
後
と
し
て
苦
々
は
此
の
「
四

つ
の
係
数
」
の
理
論
を
と
り
上
げ
ね
ば
た
ら
由
。

然
し
乍
ら
、
此
の
理
論
の
内
容
に
つ
い
て
は

J
以
下
詳
論
す
る
如
〈
、
幾
多
の
疑
鞘
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
白
説
明
に
蛍
つ

て
苦
々
は
漸
次
批
判
的
に
傾
か
ざ
る
を
特
在
い
。
か
〈
の
如
〈
批
判
的
意
闘
を
賎
し
つ
is

此
白
方
程
式
の
内
客
を
紹
介
し
、
(
第
二
節

D. H. Robertson; Saving _und Hoarding， Economic Journal， Sept. 1933・
(現在、彼自論文集 Essaysin Monetary Theory， 1940，に牧録されてゐる。)
拙稿ι貨帯数量説白動畢化と Lて白期間分析，(本誌第四九巻、第二腕昭和十同
年八月)は此白試みを Keynes自身白 L貨幣前1 の取扱ひと釘比Lつつ取扱つ

2) 



-
第
四
節
)
然
る
後
こ
れ
ま
で
詳
論
し
来
っ
た
ロ
パ

7
ト
ソ
ン
の
債
格
水
準
の
竣
動
白
理
論
を
杢
憾
と
し
て
〆
批
判
す
る
(
槙
稿
、
ロ
バ
ア

ー
ッ
シ
の
債
格
水
車
理
論
の
批
判
)
己
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

(
註
二
此
の
方
程
式
は
最
初
一
九
二
八
年
二
月
の
円
。

E
O
E
F
f己
邑
何
百
E
E
E
E
a
吋。
E
M
E
-
F
5
5自
に
於
け
る
彼
町
議
由
民

J
F
2
5耐

え
回
目

Eヨ
肉
『
巴

H
4
3
2
0
0口。
E
B
u
y
z
邑
富
所
載
、
現
在
彼
の
論
文
集
三
凶

2
5
5
n
F
E下
自
仏
〉
白
色
HOmmg
ョ
及

F
R
阿
佐

p
w
m
E
出。

5
2
4
d
M
2
4
3
の
何
れ
に
も
軟
載
)
に
於
て
告
に
さ
札
、
更
に

R

冨
。
晃
司
ョ

(
m
2
5
a
開

E
8
3
呂
田
ω
|
)
で
関
汎
に
朝
用
さ
れ
て
ゐ
る
。
「
銀
行

政
策
と
慣
格
水
草
」
に
は
此
の
方
程
式
は
抗
接
に
は
口
品
ら
れ
自
が
、
然
L
そ
白
景
気
理
論
(
第
六
章
)
は
明
瞭
に
曲
目
方
程
式
を
念
頭
に
置
い
て
組
締
付
け

ら
れ
て
ゐ
る
。
'
と
こ
ろ
で
曲
四
方
程
式
の
ロ
パ
ア
ト
ツ
ン
で
の
形
は

Q
h
h
目
、
円
で
あ
る
が
、
吾
々
は
、
吾
々
白
今
迄
の
展
闘
に
照
癒
せ

1
品

R
明

断
を
期
ナ
る
た
め
、
車
位
期
間
「
日
」
又
は
年
世
り
の
消
費
財
生
産
高
(
或
ひ
は
岡
民
所
得
泊
費
質
倒
値
)
R
E
O
に
、
撃
た
流
動
費
本
総
額
C
を

r
に
菩

改
め
た
。
(
吾
々
は
C
を
流
動
資
本
噌
加
分
に
保
存
す
る
。
)
赤
そ
こ
で
は
、
。
へ

I
ム
と
同
様
に
、
平
均
生
産
期
間

τ
は
生
産
期
間
D

D
半
分
I
t

考
へ
ら

れ
て
ゐ
乙
が
、
吾
々
は
平
均
生
産
期
聞
の
み
考
へ
、
そ
れ
が
生
産
期
間
と
加
何
な
る
開
慌
に
立
っ
か
は
、
度
外
摘
す
る
。
倫
此
四
占
程
式
が
、
前
稿
で

取
批
っ
た
「
銀
行
政
策
と
憤
椅
水
準
」
の
珂
諭
白
抜
充
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
の
議
論
全
盛
に
照
L
て
、
既
に
明
瞭
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
彼
自
身
事
明

言
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
よ
u
g
P
3
E
Z
o
E
E弓

4
Z
2で
ぷ
】
品
F
P
C
-
Z
♀
α
阿
を
且
よ
。
然
L
彼
自
身
曲
目
間
の
連
絡
に
ワ
い
て
は
何
ご
と
も

語
っ
て
ゐ
な
い
。
こ
O

と
と
は
止
の
方
程
式
由
理
解
を
著
し
く
困
難
な
ら
L
b
る。

か
く
の
如
〈
・
此
の
方
程
式
は
前
稿
で
詳
論
し
た
「
銀
行
政
策
と
債
格
水
準
」
で
の
所
論
。
延
長
線
上
に
位
す
る
も
の
で
あ
り
、

以
下
か
く
の
如
苦
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
る
が
、
然
し
な
が
ら
、
そ
の
構
想
D
仕
方
に
於
て
彼
此
白
聞
に
若
干
白
相
違
が
あ
る
。
此

白
黙
決
定
的
で
は
な
い
が
、
然
し
て
ハ
ア
ト
ソ
ン
自
身
白
所
論
に
却
し
つ
L
説
明
を
進
め
よ
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
無
腕
す
る
と
と

は
出
来
な
い
。

と
己

b
で
構
想
の
相
違
と
は
、
主
と
し
て
均
衡
駅
態
と
し
て
考
へ
ら
れ
る
も
の
i
h

内
容
に
閲
す
る
。
既
惑
の
如
く
、

と
債
格
水
準
」
に
於
け
る
分
析
は
均
衡
扶
態
を
出
禁
拙
忙
と
る
が
明
か
に
己
t
h

で
も
貨
幣
流
通
知
開

K
と
平
均
生
産
期
間

τ
と
は
無

「
銀
行
政
策

ロ
バ
ア
T

Y

Y
の
四
つ
白
係
数
白
理
論

第
五
十
三
巻

第
豆
競

六

たもので島る。

前掲拙稿L債格安定政策D 資本形成主主呆寸参照。3) 



ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
白
四
つ
白
係
数
白
理
論

一三ー/、
回

第
五
十
一
一
一
巷

第

擁

関
係
な
も
の
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
、
て
ハ
ア
ト
ソ
ン
白
身
D
議
論
を
離
れ
て
、
理
論
的
に
見
れ
ば
、
彼
の
主
張
は
た
む
そ
の

、、
時
々
の
貨
幣
流
通
期
間
と
平
均
生
産
期
間
、
と
の
聞
の
閥
係
に
の
み
闘
す
る
も
D
で
あ
る
。
従
っ
て
均
衡
欣
態
に
於
け
る
此
の
二
つ
の

構
浩
常
数
白
聞
の
関
係
が

E
う
あ
る
か
は
問
題
に
無
関
係
で
あ
る
下
然
し
、
理
論
的
に
は
兎
も
角
、
賓
際
に
於
て
彼
が
山
川
護
結
に
と

っ
た
均
衡
欣
態
に
於
て
は
此
の
一
一
つ
の
構
造
常
数
は
全
然
無
関
係
左
も
白
で
あ
っ
た
。
然
し
他
固
に
於
て
ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
は
、
長
期

的
に
糊
察
し
た
揚
合
、
結
局
に
於
て
は
、
自
費
的
貯
蓄
陀
よ
る
流
動
資
本
の
供
給
が
産
業
側
D
流
動
資
本
の
需
要
に
均
衡
す
る
と
と

を
認
め
た
。
と
の
こ
と
は
、
そ
と
で
設
け
ら
れ
た
前
提
白
下
で
云
へ
ば
、
結
局
に
於
て
成
立
す
る
均
衡
欣
態

ι於
て
は
、
貨
幣
流
通

期
間
K
と
平
均
生
青
期
間
T

と
は
一
致
せ
ね
ば
た
ら
ね
と
と
を
意
味
す
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
か
〈
の
如
き
均
衡
般
態
よ
り
出
渡
し
、

貨
幣
流
通
期
間
も
平
均
生
産
期
間
も
不
様
で
あ
る
ん
仮
定
す
る
友
ら
ば
、
銀
行
は
常
に
債
格
水
準
を
不
療
に
維
持
し
つ
L

算
術
級
数

的
に
雇
備
を
増
加
し
得
る
と
と
L
た
る
で
あ
ら
う
ロ
と
こ
ろ
で
ロ
パ
ア
ト
ソ

y

が
、
方
程
式
的
を
樹
て
る
に
営
っ
て
、
均
衡
欣
態
と

考
へ
る
も
白
は
、
恰
も
此
の
後
の
揚
合
で
あ
る
。
帥
ち
、
貨
幣
流
通
期
間
と
平
均
生
産
期
間
と
の
聞
に
、
均
衡
維
持
の
た
め
に
、

定
の
関
係
が
結
ぼ
れ
る
揚
合
で
あ
る
。
従
っ
て
、
上
記
の
如
〈
、
(
ご
流
動
資
本
は
凡
て
銀
行
貸
付
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
(
二
)
銀

行
の
貸
付
は
た
ど
か
く
り
如
雪
流
動
資
本
の
形
成
に
封
し
て
の
み
左
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
貨
幣
流
通
期
間
と
平
均
生
産
期
周

と
一
致
す
る
こ
と
(
同
日
寸
)
が
均
衡
僚
件
白
一
っ
と
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
「
上
記
の
傑
件
の
下
に
於
て
は
、
借
手
が
そ
の
流
動
資

本
形
成
に
必
要
た
資
金
の
凡
て
を
銀
行
か
ら
の
貸
付
に
仰
い
で
も
、
事
柄
は
凡
て
順
調
に
進
行
す
あ
」
わ
け
で
あ
り
、
ま
た
、
先
に

問
題
に
し
た
や
う
友
、
生
産
力
及
び
貯
蓄
性
向
不
縫
に
し
て
然
も
人
口
が
一
様
に
増
加
し
、
そ
の
結
果
雇
傭
が
算
術
級
数
的

ι情
加

ず
る
閣
に
於
て
は
、
銀
行
家
は
、
安
心
し
て
居
眠
り
し
な
が
ら
、
企
業
者
の
要
求
す
る
だ
け
自
働
的
に
貸
付
け
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ

る。

此白描については向積摘を見よ。
D. H. Rob町 tson “MOIleyへCambridgeEconomic Handbooks， No. 2. New 
~dition Tevi!;ed. 1928， p. 106 
D. H. Robertson “Money ". pp. 97-98， 106 
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上
記
白
如
く
、
均
衡
祇
態
の
一
排
想
に
闘
し
て
は
、
前
稿
に
問
題
と
し
た
「
銀
行
政
策
と
債
格
水
準
」
の
議
論
と
方
程
式
的
D
揚
合

の
議
論
と
の
問
に
君
干
の
距
離
が
存
す
る
が
、
と
の
己
正
は
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
自
身
の
絞
漣
の
理
解
の
た
め
に
と
そ
必
要
で
あ
れ
、
理

論
的
に
は
さ
し
て
重
要
で
は
な
い
。
さ
て
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は
、
か
く
白
如
〈
に
し
て
、
均
衡
批
態
に
於
で
は
貨
幣
流
通
期
間
と
平
均

生
産
期
間
と
り
問
に
一
定
の
問
聞
係
が
成
立
せ
ね
ば
友
ら
む
と
考
へ
る
が
、
上
記
の
方
程
式
的
刊
は
、
そ
れ
白
般
と
し
て
は
、
現
買
に
著

し
く
接
近
し
た
揚
合
に
於
け
る
、
此
り
均
術
保
件
を
去
す
も
の
左
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
更
に
、
例
へ
ば
前
稿
に
於
け
る
方
程
式
的
な

E
と
同
様

ι、
債
格
水
準
の
務
動
を
規
定
す
る
保
件
と
し
て
利
則
さ
れ
る
が
、
先
づ
最
初
は
か
〈
の
如
き
均
衡
献
態
を
維
持
す
る
僚

件
の
一
つ
と
し
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
以
下
先
づ
方
程
式

mを
か
く
の
如
き
も
の
と
し
て
説
明
し
よ
う
。

既
述
の
如
く
、
前
稿
に
於
け
る
舌
々
の
考
察
は
機
械
、
工
揚
、
加
舶
、
銭
道
、
殻
電
所
等
々
の
一
切
白
問
定
資
本
(
司
】
M
o
t
u
号
E)

を
度
外
訓
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
%
邸
ち
、
消
費
財
と
そ
の
品
川
抗
的
在
る
形
態
と
し
て
の
流
動
資
本
し
か
考
へ
た
か
っ
た
。
然
し
、
現

貨
に
於
て
川
定
資
本
が
存
庇
し
て
荒
宴
た
役
割
主
演
じ
て
ゐ
る
と
と
は
い
ふ
告
で
も
な
い
。
さ
う
し
て
銀
行
貸
付
は
、
主
と
し
て
流

動
資
本
の
形
成
忙
制
し
て
註
さ
れ
る
と
は
云
へ
、
更
に
そ
の
他
の
方
商
に
も
貸
付
け
ら
れ
る
。
従
っ
て
銀
行
貸
付
の
一
部
白
み
が
流

動
資
本
の
形
成
に
ふ
り
向
け
ら
れ
る

b
け
で
あ
る
。
他
国
に
於
て
流
動
資
本
の
形
成
比
必
要
在
る
資
金
白
凡
て
が
銀
行
貸
付
に
よ
る

わ
け
で
は
た
い
。

一
部
分
は
企
業
者
自
身
の
貯
蓄
(
積
立
金
?
引
き
)
よ
め
銀
行
の
手
を
経
る
こ
と
な
〈
供
給
さ
れ
、
銀
行
貸
付
に
よ
る

も
の
は
そ
の
一
部
分
江
過
ぎ
な
い
。

か
〈
白
如
〈
銀
行
貸
付
白
う
ち
、
流
動
資
本
に
健
化
さ
れ
た
る
も
の
は
一
部
分

r
と
E
ま
る
。
と
と
る
で
此
の
流
動
資
本
に
牒
化

さ
れ
た
る
銀
行
貸
付
は
差
首
り
一
つ
の
形
式
に
於
て
表
現
し
得
る
。

一
つ
に
は
、
そ
れ
は
公
紫
の
現
金
現
高
(
凡
て
そ
れ
が
預
金
よ
り
成

る
も
の
な
ら
ば
、
首
座
預
金
総
制
)
白
何
割
か
に
相
官
す
る
も
り
と
し
て
表
現
出
来
る
。
ま
た
一
つ
に
は
、
枇
舎
に
存
在
す
る
流
動
資
本

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
白
四
つ
の
係
数
D
盟
諭

第
五
十
三
巻

第
三
雄

六
三玉

向此白他に霞券 (Ruue:-bon が流動資本、固定資本と仕らんで今一つの資本
形態とする ImaginaryCapitalは比の一種で晶 0)白存在が考へられる。向、
Robertson白完本自分類については、例へ悶 Banking:Policy and the Price 
Level を見よo
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ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
白
四
つ
の
冊
数
由
理
論

俸
五
十
一
一
一
巻

六
プミ

四

第

説

抽
咽
額
の
何
割
か
に
相
官
す
る
も
白
と
し
て
表
現
出
来
る
。
方
程
式
的
は
此
D
流
動
資
本
に
慌
化
さ
れ
た
る
銀
行
貸
付
主
|
|
但
し
償

額
に
於
て
で
は
左
〈
、
賓
質
慎
他
で
測
っ
て

1
iか
〈
の
如
く
二
岡
よ
り
把
え
え
そ
れ
を
等
抽
出
し
た
る
も
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
方
科
式
的
の
左
法
及
び
右
岨
曜
の
内
容
を
明
か
に
す
れ
ば
、
自
ら
明
か
と
な
ら
う
。

先
づ
充
溢
に
つ
い
て
云
へ
ば
、

同
町
。
は
既
誠
一
の
如
く
公
衆
D
貨
物
残
高
を
表
す
が
、
た
ほ
公
衆
の
現
金
残
高
が
大
都
分
銀
行
預

金
よ
り
成
る
現
欣
で
は
、
己
れ
を
以
て
「
銀
行
預
金
納
額
の
賓
質
憤
値
」
と
見
る
と
と
は
献
め
て
遁
切
で
あ
る
。

α
は
銀
行
が
全
豪

の
責
物
残
高
問
。
の
幾
割
主
流
動
資
本
忙
悼
化
し
た
か
を
示
寸
係
数
(
岳
町
官
。
官
吋
E
p
t
h円。喬一
Z
V
F
2
5
z
z
s
o
ヨE
Z
Z

E
F
o
F
H
E
t
-
E
F百四

E
宮

E
E
Eロ可
E
E
ヨ
F
E
E
Z
E
-
S
M
Z
r
g再
官
5

5旬、

P
5
2
0
2
二
E
B
a
g
-
2
)
で
あ

り
、
「
銀
行
心
管
理
に
委
ね
ら
れ
た
資
源
を

E
う
使
ふ
か
に
つ
い
て
の
銀
行
家
の
聞
の
慣
習
」
に
依
存
す
る
一
台
の
構
詰
常
数
と
見
ら

れ
る
。

突
に
右
過
に
移
ら
ろ
。
先
づ

F
は
中
間
生
産
物
の
縛
牒
と
し
て
の
流
動
資
本
を
表
は
し
、
賓
質
的
園
民
所
得

οと
平
均
生
産
期
間
?

と
で
結
ぼ
れ
て
ゐ
る
(
噌
ま
た
b
は
流
動
資
本
F
D
う
ち
幾
割
か
銀
行
の
助
け
に
よ
う
て
形
成
さ
れ
た
か
を
示
す
係
数
官
民
官
。
官
ュ

5

。
時
『

4v-nrH凶
器
ヴ
-
耳
目
げ
ErdHV
ヨ
F
岳
0
2己。『

RVのげ
hNH
一
宮
皐

2
旦
E
m
B凡
問
看

H
R
V
Fえ

E℃
1
5円四げ可

mr。
σ
E
5
0
5
4
4。
ユ
品
比
協
同
O

吋げ可

岳
町
臣
官
E
Z
E官
。
占

E
る
で
あ
り
、
「
企
業
者
が
流
動
資
本
形
成
に
営
っ
て

E
の
程
度
ま
で
銀
行
に
依
頼
す
る
か
に
つ
い
て
の
慣
習
」

に
依
存
す
る
が
、
概
し
て
ロ
バ
ア
T

ソ
ン
は
此
白
係
数
b
は
上
記
の
係
数

α
よ
り
も
一
居
可
動
的
で
あ
る
と
宥
倣

L
て
ゐ
る
や
う
で

あ
る
。均

術
欣
態
を
表
現
す
る
た
め
の
保
件
を
表
す
限
り
に
於
て
は
、
方
程
式
聞
は
差
首
旬
以
上
の
如
合
一
内
容
を
有
す
る
。
い
ふ
ま
で
も

友
く
、
上
記
に
於

τ流
動
資
本

rは
生
産
高
O
と
平
均
生
産
期
間

τ
と
の
積
K
等
し
い
v
t

『
司
』
?
。

従
う
て
均
衡
歌
態
に
於
て
は

Essays in Monetary Theory， pp. 46-48 五在Qoey，pp. 105-106， 1呂25) 



貨
幣
流
通
期
間
K
正
平
均
生
産
期
間
T

と
の
問
に
は
、

(

∞

)

 

自
同
H
F寸

a

寸

』

T

同
門

。
吋

在
七
関
係
が
成
立
す
る
。

(註一
)

E

J

A

ア
ト
ツ
シ
に
よ
れ
ば
、
「
同
定
費
本
貯
は
他
の
消
費
田
町
な
F

E

と
同
様
に
、
そ
の
懐
妊
期
間
中
流
動
資
本
形
成
品
川
動

(
2
2【

r
E内百
四
)

を
必
要
と
ナ
る
」
L
、
ま
た
そ
の
運
轄
の
た
め
に
も
涜
動
資
本
形
成
活
動
を
必
要
と
す
る
。
(
国
E
E
e
m
噌
C
]
丘、

E
a
m
Z
F旨
め

F
2巳・
2
》
官
!
。
ド
)

従
っ
て
そ
れ
は
、
消
費
財
に
せ
よ
、
志
向
定
資
本
に
せ
よ
、
兎
に
角
一
切
の
完
成
生
魔
物
に
謝
す
る
中
間
生
産
物
の
線
世
を
意
味
す
る
。
、
と
こ
ろ
で
流

動
安
本
に
し
て
か
〈
白
如
き
も
の
で
あ
る
と
す
札
ば
、
そ
れ
が
平
均
生
産
期
間
を
介
し
て
結
び
り
げ
ら
る
べ
き
も
の
は
、
消
費
財
生
産
高
O

で
は
な

t

同
定
安
本
を
も
合
む
と
こ
ろ
の
完
成
生
産
物
生
産
高
で
な
付
れ
ば
な
る
ま
い
。
然
L
何
れ
に
せ
よ
、
以
下
忙
於
て
冊
数
T

は
そ
の
鰹
済
的
意
味
を
離
れ

て
、
以
上
白
意
味
に
於
け
る
流
動
費
本
内
費
質
的
困
民
所
得
に
封
ず
る
比
車
で
あ
る
。

以
上
比
於
て
は
方
程
式
問
又
は
附
は
車
に
均
術
献
態
の
記
遁
に
止
ま
っ
た
。
然
し
ロ
パ

7
ト
ソ
ン
は
、
既
漣
の
一
如
〈
、
進
ん
で
と

れ
を
費
動
過
程
白
考
察
に
油
用
ぜ
ん
と
す
も
r

却
ち
、
前
稿
の
揚
合
白
如
〈
弊
働
者
一
人
出
り
の
生
産
力
及
び
賓
物
残
高
へ
の
要
求

が
不
鑓
で
あ
る
揚
合
に
於
て
は
、
方
程
式
的
又
は
倒
で
示
さ
れ
た
燦
件
が
維
持
さ
れ
る
限
り
、
雇
傭
増
加
に
拘
は
ら
十
債
格
水
準
は

安
定
す
る
が
、
然
ら
ぎ
る
限
り
債
格
水
準
は
上
叉
は

F
へ
D
同
盟
動
を
生
や
る
、
と
主
張
す
る
。
例
へ
ば

一
般
的
に
云
っ
て
、
「
D
一K

が
大
昔
け
れ
ば
大
昔
い
程
、

α一
b

は
小
さ
く
た
け
れ
ば
た
ら
お
、
印
ち
α
所
由
工
」
す
れ
ぼ
、

b
は
小
さ
〈
在
け
れ
ば
友
ら
ね
、
詳

言
す
れ
ば
、
借
手
が
銀
行
の
援
助
に
よ
っ
て
均
衡
(
伺
椅
水
準
円
安
定
)
を
破
る
と
と
た
〈
獲
得
し
得
る
と
と
る
の
彼
の
流
動
資
本
の
割

合
が
小
さ
く
た
け
れ
ば
在
ら
や
し
、
ま
た
景
気
上
昇
期
に
於
け
る
如
く
一

b
及
び

D
が
増
加
す
る
揚
合
に
は
、
銀
行
の
シ
ス
テ
ム
が

α

又
は

K
E
(或
は
そ
の
現
方
を
)
遁
誌
に
増
加
し
得
ぬ
限
り
、
碩
制
節
約
D
賦
課
は
泣
く
雑
く
」
更
に
景
気
下
降
期
忙
於
け
る
如
〈
「
b
及

ロ
川
ア
ト
y
ン
の
四
つ
白
樺
数
回
一
理
論

策
王
+
コ
巻

六
七

三王

事

親

此白場合には、方程式 (7)は (7')a. K. ，JO=b. 1:..:10 ξ害改めらるぺきで
あらろ。1!lしこれに於て ，，0は前稿白場告と同様に生産高白噌加を意味ナる。
以下に於 C暫〈は，10は前稿に於ける如〈 定であると考へられる。生産高
白帯分自錘が費動ずる揚告については向立入った吟味が必要である。



ロ
パ
ア

I
Y
Y
の
四
ワ
白
樺
教
の
理
論

第
五
十
一
一
一
巻

第
三
一
瞬

六

ノ、

ノー、

ぴ
D
が
減
少
す
る
が
K
は
増
大
す
る
揚
合
に
は
、
銀
行
の
シ
ス
テ
ム
は
、
慨
に
そ
の
投
資
を
増
加
し
て

α
を
減
少
せ
し
め
得
る
に
し

て
も
、
し
か
も
品
川
債
格
の
下
落
及
び
不
妊
な
る
肘
蓄
を
抑
止
し
得
恥
い
」
正
説
く
。
此
等
の
四
つ
の
係
教
が

J
Z
守口『

2
E
E
]

『
』

Z
E
E
-
と
呼
ば
れ
、
凡
て
の
経
済
縫
動
は
常
に
此
の
四
う
の
関
門
の
何
れ
か
を
経
て
債
格
水
準
に
影
響
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
の

も
此
の
意
味
に
於
て
で
あ
る
。

然
ら
ば
此
の
債
格
水
準
艶
動
理
論
と
し
て
の
所
謂
四
つ
の
係
教
の
理
論
は
如
何
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
。
此
の
黙
に
つ
い
て

ロバ

7
ト
ヅ
シ
の
説
明
は
桜
め
て
不
明
瞭
で
あ
る
。
第
一
に
、

ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は
方
程
式
的
又
は
問
が
如
何
に
し
て
債
格
水
準
の
安

定
の
先
め
の
候
性
た
り
得
る
か
、
に
つ
い
て
は
根
度
に
説
明
を
者
ん
で
ゐ
る
。
上
記
の
方
稗
式
的
又
は
紛
が
上
記
の
意
味
に
於
て
均

術
保
件
で
あ
る
己
と
は
、
決
し
て
そ
れ
が
債
格
定
定
保
件
で
あ
る
と
と
を
、
直
ち
に
、
意
味
す
る
も
の
で
は
在
い
が
、
彼
の
綾
遁
は

一
見
し
た
と
こ
る
、
上
記
の
意
味
の
均
衡
侠
件
は
直
ち
に
慣
特
安
定
保
件
で
あ
る
と
彼
が
考
へ
て
ゐ
る
か
の
如
き
視
を
典
へ
る
ほ
E

忙
簡
市
で
る
る
。
第
三
に
、
そ
れ
が
債
格
水
準
白
愛
動
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
己
と
は
凝
ひ
な
い
が
、
然
ら
ば
そ
れ
は
如
何
た

る
債
格
水
準
を
問
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
、
此
の
献
に
つ
い
て
も
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
は
決
し
て
明
瞭
で
は
た
い
。

一
見
し
た
と
こ
う

既

K
同
定
資
本
財
が
問
題
内
部
に
介
入
し
来
う
た
の
で
あ
る
か
ら
、
問
題
と
す
る
慣
格
水
準
は
同
定
資
本
財
を
も
含
む
と
と
る
の
全

般
と
し
て
の
生
産
物
D

一
般
的
偵
格
水
準
で
た
け
れ
ば
た
ら
お
如
く
思
は
れ
る
が
、
己
己
で
吾
々
は
先
づ
最
初
は
、
使
宜
の
た
め
に

問
題
と
す
る
債
格
水
準
は
消
費
財
債
格
水
準
で
め
る
、
と
理
解
し
た
が
ら
説
明
主
進
め
よ
う
ム
一
息
ム
。
勿
論
此
の
四
つ
の
係
教
の
迎

論
は
た
だ
か
く
の
如
き
も
の
司
と
し
て
し
か
説
明
出
来
ぬ
と
い
ふ
が
如
き
も
の
で
は
た
い
。
然
し
か
く
見
る
の
が
最
も
簡
単
で
あ
り
、

然
も
そ
の
安
首
し
得
る
範
悶
を
披
げ
れ
ば
横
げ
る
程
、
此
の
理
論
同
憾
の
内
容
に
加
ふ
べ
き
制
限
が
増
大
す
る
。
此
の
意
味
に
於
て

吾
々
は
、
差
首
れ
夕
、
此
の
四
つ
白
係
数
の
理
論
は
た
だ
消
費
財
債
格
水
確
り
愛
動
に
む
み
闘
す
る
、
と
伴

L
T一
説
明
在
進
め
る
で
あ

D. H. Robertson:“Money". p. 18z， 106-107， IS5-179 樹、“Banking
Policy and lhe Price Level"の第六章第七草に於げる景気明論。展開も、記
競とそ値は白部、辛〈同ーの精神で貫徹さ札てゐる。
Cf. Robertson “Money"， pp. 105-106 
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h

り，ヮ。と
乙
ろ
ー
で
か
く
の
如
音
限
定
を
加
へ
た
揚
合
に
於
て
も
、
此
む
主
張
が
成
立
っ
た
め
に
は
ロ
パ

7
ト
ソ
ン
が
見
逃
し
た
恨
定
を
今

一
つ
必
要
止
す
る
。

剖
ち
、
今
の
場
合
、
公
衆
は
そ
の
貯
蓄
の
一
部
分
を
直
接
に
(
流
動
安
本
ま
た
は
同
定
資
本
に
)
投
資
す
る
が
、
か

く
て
時
間

Z
Bと
己
ろ
の
、
(
ご
公
衆
の
向
護
的
貯
蓄
に
し
て
直
接
に
投
資
さ
れ
や
、
し
か
も
そ
の
う
ち
(
一
一
)
新
し
昔
流
動
資
本
む
形
成

に
振
向
け
得
ペ
青
部
分
は
、
自
務
的
貯
蓄
の
金
問
と
一
定
の
比
例
関
係
に
立
ち
、
此
の
比
率
が
上
記
の
均
衡
俊
一
件
的
又
は
的
に
於
け

る
係
数

α
忙
等
し
い
と
い
ふ
俄
定
、
己
れ
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
四
つ
の
係
教
の
理
論
を
消
費
財
債
格
水
準
に
闘
す
る
も
り
と
併
し
、
従
っ
て
問
題
は
前
稿
で
取
扱
っ
た
「
銀
行
政

策
と
債
格
水
準
」
の
理
論
に
於
け
る
と
ほ
ぼ
同
様
に
構
成
せ
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
-
消
費
財
債
格
水
準
の
動
曹
を
規
定
す
る
と
と
る
の

も
の
は
、
そ
と
で
示
し
た
如
〈
、
「
投
費
L
と
(
白
渡
的
)
「
貯
蓄
」
と
の
秀
樹
で
た
け
れ
ば
た
ち
由
。
開
ち
、
新
し
い
油
川
動
費
本
の
形
成

の
た
め
に
雇
傭
さ
れ
る
生
産
要
素
へ
の
支
排
ひ
(
此
円
支
抽
ひ
部
分
は
担
常
の
用
語
法
に
従
へ
問
所
得
で
あ
る
が
、
苦
々
は
制
限
宜
上
一
出
現
e
で
表

ほ
さ
れ
る
所
得
と
区
別
し
た
)
井
一
し
で
の
「
投
資
」
?
と
消
費
財
責
上
高
と
し

τ
D
「
使
用
し
得
る
所
得
」
か
ら
の
自
殻
的
「
貯
蓄
」
8

との一

芽
額
忙
比
例
し
で
債
格
水
準
は
建
勤
し
、
従
っ
て

。
(
戸
)
円
匂
(
旦

l』

ロ

(

出

1
5〕
H
凧

(
3
1初

(

目

)

で
あ
る
。
(
乙
れ
に
於
て

t
は
円

(
日
)

附

。
は
生
産
高
、

p
は
慎
格
水
準
で
あ
っ
た
。
)
明
か
に
債
格
安
定
候
件
は
日
日
に
つ
い
て
は

で
あ
り
、

一
扉
備
増

三戸
)
H匂

(
H
)

加
納
聞
に
つ
い
て
は

凶同(司
)
H
凶
匂
(
同
)

で
あ
る
。

こ
と
で
吾
々
は
、
貯
蓄
?
っ
ち
非
直
接
投
資
部
分
が
占
め
る
割
合
が
常
に
常
数

α
忙
等
し
い
と
い
ム
上
記
の
偲
定
の
も
つ
意
義
を

1
4
へ
且
ば
た
ら
ね
。
明
か
に
、
貯
蓄
白
う
ち
直
持
に
投
資
さ
れ
る
部
分
は
「
投
資
」
及
び
「
貯
蓄
し
の
何
れ
に
も
同
額
づ
っ
含
ま
れ
る
c

従
っ
て
、
此
の
直
接
投
資
部
分
は
、
上
記
の
「
投
資
」
と
「
貯
蓄
」
と
の
差
額
に
は
無
関
係
で
あ
る
。
即
ち
此
の
差
額
は
(
新
し
い
流
動
費

ロ
パ
ア
ト
ツ
ン
の
四
つ
の
惇
数
回
理
論

備
五
十
三
巻

七

静一一一一揖

六
九

ditto! Essays in Moneta官yTheory， pp. 47-48. 



ロ
バ
ア
t
y
ン
白
四
つ
白
係
数
白
理
論

第
五
十
三
巻

第
=
一
説

七
0 

11‘ 

本
の
形
成
の
た
め
の
)
銀
行
貸
付
と
貯
蓄
の
う
ち
の
直
接
に
投
資
さ
れ
た
か
っ
た
部
分
と
の
聞
の
差
額
に
等
し
い
。

亡
の
と
と
か
ら
し

て
五
口
々
は
上
記
の
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
命
題
を
論
詮
し
得
る
。

此
の
論
誰
は
、
前
稿
忙
於
け
る
根
本
命
題
の
論
詮
と
全
く
同
一
の
論
法
に
よ
る
。
却
ち
、
銀
行
が
ひ
も
μ
す
ら
償
格
水
準
の
安
定
白

み
を
求
め
て
そ
の
貸
付
政
策
を
決
定
す
る
揚
合
、
ど
れ
だ
け
流
動
資
本
が
増
加
す
る
か
、
を
考
へ
る
と
左
、
と
れ
で
あ
る
。
此
の
揚

合
に
於
て
も
、
前
と
同
様
に
、
慣
格
水
準
が
安
定
さ
れ
た
揚
ム
口
に
於
て
は
、
自
設
的
貯
蓄
の
資
質
債
値
は
同
-
h
。
に
等
し
い
。
(
こ

こ
で
も

h
。
は
生
産
高
D
一
一
口
」
営
り
白
増
分
を
表
は
ず
。
芝
川
晶
り
そ
れ
は
一
定
と
宥
倣
さ
れ
る
。
)
縫
う
で
、
そ
の
う
ち
直
接
に

投
資
さ
れ
ざ
る
部
分
の
賓
質
債
値
は
、
偲
定
忙
よ
り

a
・
同
-
K
C
に
等
し
い
。

即
ち
、
債
格
安
定
政
策
を
守
る
限
り
、
銀
行
の
貸

付
は

一
雇
傭
増
加
期
聞
に
於
て
、
こ
れ
だ
け
の
賢
一
質
慣
値
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
友
ら
む
。
換
言
す
れ
ば
、
銀
行
が
貸
付
を
通

ヒ
て
形
成
し
得
る
流
動
資
本
は

a
・
同
-
L
む
に
等
し
い
わ
け
で
あ
る
。

然
し
乍
ち
、
新
し
い
流
動
資
本
の
形
成
白
た
め
に
銀
行
に
貸
付
を
仰
ぐ
と
と
る
の
企
業
者
が
存
存
す
る
。
彼
等
は
一
雇
傭
増
加
期

聞
を
通
巴
て
、

7
h
C
だ
け
の
流
動
費
本
主
形
成
せ
ん
と
す
る
が
、
今
の
揚
ム
口
彼
等
は
モ
の
凡
て
を
銀
行
の
援
助
忙
よ
っ
て
形
成
す

ペ
き
必
要
は
左
い
ロ
此
の
銀
行
白
援
助
を
要
す
る
部
分
が
新
た
に
形
成
さ
れ
る
流
動
資
本
ベ
ム
。
申
占
め
る
割
合
を
b
と
す
る
。

(此白
8

は
、
上
記
白
均
揖
保
件
mw
又
は
向
に
於
け
る
そ
れ
と
無
関
係
な
、
そ
の
時
々
の
事
官
に
胞
ピ
で
動
〈
パ
ラ
メ
エ
タ
?
で
る
る
み
従
っ
て
銀
行

。
援
助
に
よ
っ
て
新
た
に
形
成
さ
る
べ
き
流
動
資
本
の
量
は
?
?
k
。
に
等
し
い
。
従
っ
て
、
此
の
銀
行
貸
付
の
要
求
?
?
』
。
が

上
記

D
a
-
同
-
h
。
を
超
え
る
揚
合
に
は
、
銀
行
が
此
の
企
業
者
の
希
望
を
容
れ
る
限
り
、
債
格
安
定
政
策
は
水
泡
に
蹄
し
、
債
格

水
準
は
上
昇
せ
ざ
る
を
得
十
、
逆
の
揚
合
は
逆
白
結
果
を
生
や
る
。
此
の
意
味
に
於
て
上
記
白
的
又
は
川
町
は
、
均
衡
傑
件
で
あ
る
と

同
時
に
、
ま
た
債
格
水
準
D
安
定
保
件
紅
白
で
あ
る
。

但 L、ー扇情帯加期聞を遁巴て白それである。以下誤解の恐れなき隈 h 此
回限定を省略する。
“Banking-Pol町 andthe Price Level." Ch. VI， ~ 2. pp. 72-74 では、景気
上昇に伴って 6が噌大ずる過程が分析されてゐる。

4) 
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四

然
ら
は
以
上
の
「
四
う
の
係
数
L

の
理
論
が
適
用
さ
れ
得
べ
雪
債
格
水
準
の
範
国
は

E
の
程
度
士
で
横
張
さ
れ
得
る
か
。
こ
の
こ

と
を
明
か
に
す
る
た
め
に
今
苦
々
は
、
此
の
理
論
が
問
題
と
す
る
と
こ
る
は
、
完
成
生
産
物
の
全
憾
と
し
て
の
債
格
水
準
で
あ
る
と

考
へ
一
」
見
ょ
う
。
己
己
に
完
成
生
産
物
と
は
、
消
費
財
及
び
同
定
資
本
財
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
所
謂
流
動
資
本
(
中
間
生
産
物
)
は

こ
の
中
に
含
ま
れ
血
も
の
と
す
る
。
蓋
七
、
己
の
最
後
の
も
の
を
も
含
む
と
き
は
、
上
記
心
平
均
生
産
期
間

τ
の
介
入
目
仇
陣
地
が
た

〈
た
る
か
ら
で
あ
列
。
此
の
揚
合
に
於
て
も
四
つ
の
係
数
の
現
論
は
成
立
ち
得
る
o

然
し
そ
れ
が
成
立
す
る
た
め
忙
は
、
此
心
理
論

を
不
具
た
ら
し
め
る
如
き
幾
多
の
前
提
が
不
可
快
ふ
た
る
。

先
づ
此
の
揚
合
に
於
て
、
銀
行
貸
付
が
新
聞
定
資
本
財
賀
入
の
資
金
の
調
達
の
た
め

ι行
は
れ
得
る
己
と
は
、
認
め
ら
れ
凪
ば
た

ち
由
。
然
し
た
が
ら
.
此
の
新
岡
定
資
本
民
入
の
た
め
の
銀
行
貸
仰
は
、

E

E
で
そ
れ
の
み
が
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
新
流
動
資
本
形

成
の
た
め
の
貸
付
と
た
ら
ん
で
)
そ
れ
と
は
澗
立
に
一
般
的
債
格
水
準
忙
影
響
を
及
し
得
る
。
従
っ
て
一
般
的
債
絡
水
準
の
鑓
動
が

た
だ
流
動
資
本
形
成
の
た
め
の
貸
付
の
大
さ
だ
け
に
依
存
す
る
と
す
る
ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
白
現
論
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
か
く
の
如

き
問
定
資
本
買
人
の
た
め
の
貸
付
よ
り
生
じ
得
ペ
昔
懐
格
の
獲
動
は
、
凡
て
を
由
時
げ
て
排
除
さ
れ
ね
ば
た
ら
由
。

ζ

の
た
め
に
は
、

固
定
資
本
財
に
射
し
て
は
、
銀
行
貸
付
は
た
さ
れ
左
い
圭
考
へ
ね
ば
な
ら
白
。
四
つ
の
係
数
白
理
論
を
成
立
せ
し
め
る
た
め
に
は
、

非
現
質
的
に
せ
よ
、
か
く
の
如
き
問
題
の
限
定
が
必
要
で
あ

Z
M

さ
て
、
今
杢
憾
と
し
て
の
完
成
生
産
物
の
債
格
水
準
を

P
と
し
、
そ
白
生
産
高
を

o
と
す
る
と
輩
、

ミ。
) 

。(
3
v
s
b
t
H
)
U
H
(場
「
岬
詩
刷
出
減
廿
G
禄
持
品
)
司
川
町
V
G
滞
コ
将
司
)i(弔
耐
守
門
「
」
川
同
病
丙
持
崩
叫
き
叫
印
訟
山
中
)

在
る
己
と
が
此
の
揚
合
に
つ
い
て
も
論
誇
さ
れ
る
た
ら
ぽ
、
前
節
に
於
け
る
と
金
く
同
様
の
論
法
を
繰
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

ロ
バ
ア
ト
ソ
ン
白
四
つ
白
係
数
D
理
論

第
五
十
三
容

第

競

七

己

九

f苛比D結につい Cは、本楕第二師長Eーを参服されたい。
か〈白如き銀行貸ftの役割について Robertsonは“BankingPolicy and the 
Price Level ". Cll. VII. U: 3-4・pp.87-91:に於て詳細なる分析を試みでゐるo
寅際 Robertsonは固定費本財買入れのための鋭行貸付が経済建動過程に於て

ロ
ノ、

2) 
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ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
四
つ
白
係
数
白
理
論

第
五
十
一
一
一
巻

C 

第

蹴

七

ア
ト
ソ
ン
の
主
張
は
直
ち
に
成
立
し
得
る
己
と
と
た
ら
う
。
さ
う
し
て
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
説
明
を
金
捜
と
し
て
視
察
す
れ
ば
、
彼
自

四
ワ

D
係
数
の
理
論
白
主
張
す
る
と
と
ろ
は
要
す
る
に
こ
れ
を
出
で
た
い
の
で
あ
る
。

一
定
白
前
提
の
下
で
は
決
し
て
不
可
能
で
は
な
い
。
例
へ
ば
今
、
前
稿
忙
於
け
る
や
う
に
、
人

円
を
二
つ
り
部
分
に
分
っ
て
、
既
に
完
成
生
産
物
を
生
産
し
つ
つ
あ
る
人
口
部
分
と
、
目
下
就
業
し
つ
つ
あ
り
、
今
尚
完
成
生
産
物

勿
論
此
白
方
程
式
似
の
論
詮
は
、

を
生
産
す
る
に
到
ら
宇
、
た
だ
流
動
資
本
を
建
設
し
ワ
つ
あ
る
に
過
ぎ
ざ
る
人
口
部
分
と
よ
り
成
呂
と
考
へ
、
前
者
の
就
業
完
了
人

口
部
分
白
完
成
生
産
物
へ

D
支
出
を
竺
時
)
と
し
、
後
者
白
始
め
て
就
業
し
つ
つ
あ
る
人
口
部
分
の
完
成
生
産
物
へ
の
支
同
を
叫
(
陣
)

と
す
れ
ば
、

M
U
S
・。(同
)
H
叫(怜)+土
R
)

で
あ
る
。
と
と
ろ
で
此
の
式
の
右
哨
曜
の
第
一
項
に
つ
い
て
は
、
吾
々
は
、

耐
(
品
川
』
ロ

(

m

l
山

)

・

。

(

内

)

め

(

民

)

と
考
へ
る
と
と
が
出
来
る
。
こ
れ
に
於
て
』
c
t
H
)
・
三
円
)
は
、
就
業
完
了
人
口
部
分
の
完
成
生
産
物
の
見
込
買
上
高
、
従
っ
て
そ
白

強
想
牧
入
ま
た
は
一
，
使
用
し
得
る
」
収
入
で
あ
り
、
ヱ
N
)

は
そ
の
中
か
ら
の
「
貯
蓄
」
で
あ
る
。
吠
に
第
二
項
h

官
)
は
、
此
の
揚

合
に
於
て
も
、
筒
草
む
た
め
に
新
流
動
資
本
形
成
の
た
め
白
投
資
(
個
し
そ
白
-
部
分
は
貯
蓄
か
b
円
直
接
投
費
よ
り
成
る
)
に
等
し
い
と
看

倣
さ
れ
る
。
以
下
、
と
れ
ま
で
用
ひ
た
と
同
巳
論
訟
を
此
の
新
し
い
事
態
に
趨
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
方
程
式
問
を
得
る
。

然
し
か
く
の
如
く
に
、
消
費
財
慎
格
水
準
白
み
が
問
題
で
あ
っ
た
揚
合
の
考
察
方
訟
を
、
そ
っ
〈
り
そ
の
ま
ま
、
問
定
資
本
財
が

問
題
と
左
っ
た
場
合
に
摘
張
趨
刑
す
る
と
い
ふ
己
と
は
果
し
て
池
蛍
で
あ
ら
う
か
。
此
の
困
難
は
種
々
の
賄
虻
現
は
れ
る
が
、
と
と

で
は
そ
の
一
つ
を
取
上
げ
て
論
じ
よ
う
。

上
記
也
如
〈
に
し
て
方
程
式
聞
が
論
詰
さ
れ
た
る
後
に
於
て
、
前
首
で
朋
ひ
た
と
同
じ
諭
法
に
よ
っ
て
貯
蓄
の
決
定
問
子
と
し
て

撚
致
。
一
A
ぢ
K
を
導
入
せ
ん
が
た
め
に
は
、
明
か
に
貯
蓄

ω決
定
機
梼
を
針
通
の
如
き
も
の
と
宥
倣
さ
凪
ば
た

ι血
け
剖
ち
、
経
消

如何なる役割りを替むかの考察を四つの需主主の理論の外部に置いてゐる。
(“Ranking Policy anrl the Price Level ". Ch. VII.) 
前掲拙稿L貨幣流羽期間と平均生産期間守参照。4) 



主
酬
聞
は
前
円
か
ら
繰
越
し
た
現
金
残
高
の
資
質
償
値
を
昨
日
の
債
格
水
準
民
基
い
て
算
出
し
、
己
れ
を
所
帥
王
の
賓
物
残
高
と
比
較
し

此
の
比
較
忙
基
い
て
昔
日
の
橡
想
牧
入
の
支
出
と
貯
蓄
と
へ
の
振
分
け
を
決
定
す
る
と
宥
倣
さ
託
け
れ
ば
な
ら
ね
。
此
の
考
察
方
法

は
家
計
が
問
題
で
あ
る
揚
合
に
は
、

一一舷
D
道
理
主
有
し
得
ょ
う
。
特
に
「
銀
行
政
策
と
債
格
水
準
」
に
於
け
る
や
う
に
、
家
計
と

企
業
と
が
未
分
離
で
あ
る
揚
合
に
は
、
特
に
然
り
で
あ
る
。
然
し
現
在
の
如
く
、
問
題
が
金
間
的
に
現
貨
に
接
近
せ
し
め
ら
れ
、
企

業
は
家
計
か
ら
分
離
し
、
同
定
資
本
財
が
問
題
内
部
に
と
り
入
れ
ら
れ
た
揚
合
に
於
て
、
貯
蓄
の
決
定
機
構
を
一
貫
し
て
か
〈
の
如

雪
も
白
と
考
へ
る
こ
と
は
ど
う
で
あ
ち
う
か
。

特
に
問
題
た
白
は
、
企
業
に
於
け
る
同
定
資
本
財
に
制
す
る
需
要
の
決
定
機
構
で
あ
る
。
と
と
で
は
、
(
少
〈
と
も
こ
と
で
は
)
此
D

需
要
白
決
定
凶
子
と
し
て
、
見
込
利
潤
と
金
利
と
の
比
較
は
、
貫
物
残
高
を
所
望
白
高
さ
に
落
着
け
よ
う
と
す
る
動
機
の
背
後
に
斥

け
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
乍
ら
、
第
一
に
銀
行
の
貸
付
利
子
歩
合
の
意
義
は
此
の
揚
合
軽
視
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
偲
に
此
の
貼
は
措

〈
と
し
て
、
第
二
に
そ
れ
は
、
ケ
イ
ン
ズ
白
言
葉
を
借
れ
ば
、
一
家
計
の
「
所
得
預
金
」
に
白
み
遁
切
危
考
察
方
法
を
企
業
の
「
持
業

預
金
」
に
ま
で
遁
加
せ
ん
と
す
る
も
D
で
は
あ
る
ま
い
か
。
叫
営
利
を
事
と
し
、
貨
幣
を
侍
利
の
手
段
と
し
て
し
か
与
へ
た
い
企
業
に

於
て
貢
物
残
高
〈
白
要
求
と
い
ふ
も
む
が
果
し
て
認
め
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
ロ
慨
に
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
そ
の
生

産
的
支
出
を
規
定
す
る
決
定
的
要
悶
た
り
得
る
で
あ
ら
う
か
。
企
業
は
起
偏
に
よ
っ
て
必
要
在
貨
幣
資
本
を
調
達
し
得
る
で
は
な
い

古、

か
く
の
如
く
四
つ
の
係
数
の
理
論
を
消
費
財
債
格
水
準
の
問
題
よ
り
も
よ
り
肢
汎
た
範
閏
に
安
営
せ
し
め
ん
と
す
る
限
り
、

f-
日々

は
極
め
て
多
〈
心
不
合
理
左
犠
想
を
心
要
と
す
る
に
到
る
の
で
あ
る
。

い
ム
ま
で
も
た
く

四
円

J

の
係
数
の
理
論
の
間
後
貼
は
、

「
銀
行
政
策
と
債
格
水
準
」
に
於
け
る
か
の
根
本
命
題
で
あ
る
。
此
の
限
り
に
於
て
は
ロ
パ
ア
ト
ソ
ン
の
理
論
は
極
め
て
明
一
断
で
あ

ロ
バ
ア
ト
ツ
ン
白
凹
づ
白
係
数
回
理
論

持
五
十
三
容

第
二
一
蹴

七

ケイシス1貨幣繭寸第 I凹章、邦言率、博二分脚。5) 



ロ
パ
ア

f
ソ
ン
の
凹
つ
白
係
数
白
理
論

第
五
十
三
巻

第
一
一
一
腕

七
巨可

る
。
然
し
そ
れ
が
四
つ
の
係
数
の
理
論
に
ま
で
設
展
せ
し
め
ら
れ
、
更
に
そ
D
遁
用
範
闘
が
消
費
財
債
格
水
準
に
止
ら
な
く
な
る
に

件
つ
℃
そ
白
所
設
は
漸
次
明
時
間
さ
を
失
ふ
に
到
る
白
で
あ
る
。

(
註
)
前
稿
で
取
抗
っ
た
、
固
定
費
本
周
を
抽
象
し
た
場
合
に
於
て
も
、
就
業
完
了
人
口
部
分
由
使
用

L
得
る
所
得
(
或
目
頭
想
所
得
)
は
も
(
干
=

-
q
S
に
年
し
か
っ
た
。
今
の
場
合
、
唱
す
】
)
・
ヱ
ヘ
)
が
就
業
完
了
人
口
部
分
の
理
想
肱
入
を
意
味
す
る
の
も
、
と
れ
と
金
〈
同
様
で
あ
る
。
た
だ
今

の
場
合
に
ほ
、
固
定
資
本
財
の
萱
上
高
を
含
む
限

p
、
所
得
と
い
斗
ま
現
は
或
は
適
切
を
世
「
で
あ
ら
ラ
。
こ
れ
と
関
聯
し
て
h

(

与
は
評
掃
の
意
味

の
貯
蓄
、
即
ち
頭
越
所
得
か
ら
消
費
支
出
議
定
額
を
差
引
い
た
も
の
と
し
て
の
貯
蓄
L
C

は
臭
っ
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
、
記
掠
的
に
は
、

hs.。
(
事
同
)
岬

(
与
で
あ
り
、
完
成
生
産
物
(
回
定
資
本
則
を
告
む
)
に
向
ふ
貨
幣
の
流
れ
に
於
け
る
脆
落
部
分
に
他
な
ら
な
い
。
従
つ
で
そ
札
は
、
貨
幣
の
流
れ
に
於
け

る
脆
落
部
分
で
あ
る
と
い
'
A

鮪
で
は
所
得
品
、
b

D
「
貯
蓄
」
に
同
じ
い
が
、
そ
の
貨
幣
の
流
札
が
消
費
財
に
闘
し
な
い
鮎
で
こ
れ
と
誕
る
も
の
で
あ
る
。

に於てロバアトソシの理論を綿頼稿 LロH アトソン白憤椅水準理論山批判1

括的に批判するであらう。

o) 




